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１．はじめに  

 2004 年 12 月の巨大地震から引き続き多くの地震災害に見舞われたインドネシアに対し，NPO 国境なき技師 

団1)などが災害復興支援活動を実施している．これまで，地盤データの不足から，地盤調査技術の技術移転活

動をスマトラ島の各地で継続的に実施してきた2)-9)．インドネシアでは強震記録もほとんどないことから，昨

年から新たにパダン市で強震観測を開始し，強震観測と地盤調査を組み合わせ地震防災への取り組みをより活

性化させる活動に支援を拡大した．ここでは，昨年以降西スマトラ州で行ったこれらの活動について報告する． 

２．活動の目的と活動場所と活動パートナ 

 2004 年の地震以来，津波被害がクローズアップされ，その対策に関する

支援活動が進められている．一方で，海溝型の地震によっても，地震動によ

る構造物の被害が数多く発生している．また，スマトラ島は，スマトラ断層

が貫いており，内陸直下型地震の発生の可能性も高い．このように，地震動

による構造物被害への備えも重要であり，従来から，簡易な地盤調査技術の

移転により，耐震対策への活用を目指してきた．インドネシアでは強震記録

もほとんどないことから，強震観測と簡易な地盤調査技術を組み合わせて，

現地技術者に技術を移転し指導育成することで，現地技術者が現地で取得し

たデータに基づいて地盤の地震動増幅特性をとらえ構造物の耐震設計や耐

震補強などに生かすことをめざした活動を進めることとした．このような活

動の最初の取り組みとして，近傍で海溝型地震の発生が予測されるパダン市，

スマトラ断層の直上にあるブキティンギ市を今回の活動の拠点とした．これ

らを図-1に示す．いずれもスマトラ島の西スマトラ州の都市である． 
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図-1 技術支援活動の活動地域 
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図-2 パダンの地震観測点の位置(Google Earth を利用) 

活動のパートナとしては，従来から地震防災活動に力を入れ

ているパダンのアンダラス大学を選んだ．予定していた移転技

術はほぼ吸収し，今後の活動に対する取り組み意欲もあり，継

続的な活動が十分期待できる．このように，いかに熱意があっ

て継続性が期待できるパートナを探し当てるかが重要と考え

られる． 

３．強震観測技術の移転 

強震観測点は，西スマトラ州のパダン市に 3 箇所，ブキティ

ンギ市に 1 箇所設けた．パダン市は海岸から丘陵のふもとにか

けて広がっており，地盤，地形の影響により地震動の増幅が変

化することが予想されるため，それぞれ地形を代表する地点を

選定し地震動の違いの分析することとした．設置位置を図-2 に

示す． 
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アンダラス大の観測点（PDG001）は海から約 14km に位置し，中間の観測点（PDG002）は海から 7 約 km，

海沿いの観測点（PDG003）は海から約 1km に位置している．ブキティンギ市では，観光地となっている旧日

本軍の地下要塞に設置した．強震計の設置は，まず e メールなどで事前の協議を行い，コンクリート製基礎の

作成を現地技術者により進め，現地での活動の時期には基礎が所定の強度を発現するようにした．現地での強

震計設置は，まず日本の技術者が技術指導して進め，2 つ目以降は，インドネシア技術者を主体として，日本

の技術者が要所でのアドバイスを行うかたちで実施した．この結果，現地技術者のみで強震計を設置できるま

での技術移転はできたものと考えられる．これら

の活動とあわせて，従来から実施してきたスウェ

ーデン式サウンディングによる地盤調査の技術移

転も新しいパートナに対して実施した．強震観測

地点の緯度，経度を表-1に示す． 

記号 PDG001 PDG002 PDG003 BKT001

パダン市
西スマトラ
州政府

ブキティン
ギ市

クランジ郡
庁舎

危機監視セ
ンター

旧日本軍要
塞

0.922830S 0.931689S 0.937800S 0.306380S

100.463800E 100.409878E 100.359870E 100.362050E

場所
アンダラス
大学工学部

緯度経度

表-1 強震観測点の位置 

４．観測された強震記録 
2008 年 8 月に設置したアンダラス大学の強震観測点では，2009 年 2 月までに 5 つの地震記録が得られた．

アンダラス大学の観測点は，堅固な地盤に設置された観測点であり，パダン市の基盤地震動を示すものと考え

られる．今後は，複数設置した観測点 で同時に観測された記録を分析していくことで，パダン市の地震動増

幅特性の解明が期待される． 

５．今後の地震観測に関する技術課題  

 強震観測に関する技術的課題としては，強震計の増設に加え，地震動分析技術の教育が重要と考えられる．

インドネシアでは強震観測がほとんど行われていないため，地震動をデータとしてとらえ分析する研究者がほ

とんどいない．地震動分析技術の教育が必要であり，平行して，強震観測データの活用，地震動情報の行政シ

ステムへの組み込みといった課題に取り組まなければならない． 

６．まとめ  

インドネシアにおける強震観測と地盤調査を組み合わせた地震防災支援活動の概要と初期の成果を報告し

た．技術移転と普及は徐々に進みつつあるものの課題も多い．特に，地震動や地盤・基礎に関連する技術は見

えない部分であるため，意識されない場合が多く，普及・定着にはさらに活動の幅を広げ，多くの時間をかけ

て取り組んでいく必要がある． 
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